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　　　　　　　　　ロックにいこう　　前編
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏川ルー
　
　

　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　舞台劇　ロックにいこう　　　　前編
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏川ルー
　
　　　　第０幕　幕が開く前
　
　　　ざわめく観客席の中に女性の声が響く。
　
母「夕ご飯、はやくすませて。早く食べてくれないと、いつまでも、かたずかないでしょう」
　
　　　開幕
　
　　　　第１幕　ゆうこの自宅、自分の部屋
　
母の声
「ゆうこ。さきから何度も、ご飯だって言ってるでしょう。早く食べてくれないと、いつまで経っても、かたずけができないでしょう」
　
ゆうこ「きこえてるよ。何度も言わなくたって、ちゃんと聞こえてます。だけど、文化祭で演奏する曲がまだぜんぜんできないんだよ」
　
母「ぜんぜんできてないなら、夕食を先に済ませちゃって。曲作りなら、あとでママが手伝ってあげるから」
　
ゆうこ「ママが」
　「ほんとに、ほんとに、手伝ってくれるの」
　
母「ほんとに、ほんと。だから、早く、夕食を食べちゃって、お願いだから」
　
　
　
　
　
　
　　　　第２幕
　
　　　夕食後、ゆうこの家のリビング
　　　母が古いレコードを持ってきてゆうこに手渡す。
　
ゆうこ「何、これ」
　
母「レコードよ。昔のレコードには、Ａ面と Ｂ面があるの。このレコードの裏側、Ｂ面　の曲をアレンジして、文化祭の曲につくりかえればいいでしょ」
　
ゆうこ「それって、盗作じゃん。そんな事したらダメに決まってるでしょ」
　
母「昔ね、海外の有名なアーティストも、楽曲作りに困った時に、他のアーティストの　レコードのＢ面の曲をアレンジして新曲を作ったことがあったのよ。Ｂ面の曲といっても、きちんとした作詞家や作曲家が作った曲ですもの。ただ、Ａ面のようにあちこちのメディアで流れてないから、バレないと思ったのね、きっと」
　
ゆうこ「それで、バレなかったの」
　
母「バレたわよ。あとで問題になったわ」
　
ゆうこ「それじゃ、だめじゃん」
　
母「どうせ、文化祭でしか演奏しないんでしょ」
　「それに、原曲がわからないくらいにしっかりつくり変えれば、いいんじゃない」
　
　　　ゆうこ、とりあえず、リビングのレコードプレーヤーで母から渡されたレコードのＢ面の　　　曲を聴いてみる。
　
ゆうこ「なに、このふざけた歌詞。ダジャレ　がたくさん入っててアーティスティック感　がまったくないじゃん。せっかくの曲がだいなしだよ」
　
母「あら、ゆうこもそう思う。親子ね。私も　そう思っていたのよ。どうして、もっと、　かっこいい歌詞をこのメロディにのせないのかって」　
　
ゆうこ「そうだよね。これじゃ、お笑いでしょ」
　
　
　
　
　
　
　
　　　　　第３幕
　
　　　学校、音楽室
　　　
　　　ゆうこと、軽音楽部のメンバーたちが、
　　　ゆうこの曲を演奏している。
　
メンバー１「ゆうこ、この曲、すごくいいじゃん」
　
メンバー２「ちょっとスローテンポだから、もう少しテンポを速くしたほうがいいんじゃない」
　
メンバー３「後半の高音域、ゆうこの声質に　ピッタリだと思う。ぜったい、盛り上がるよ、この曲なら」
　
メンバー４「うん、歌詞もカッコいいし、サビの部分の繰り返しのリフレインを、もっと長くつづけて、盛り上げ感をいっそう高めようよ」
　
　
　　　　第４幕
　
　　　文化祭終了後の部室
　　　
　　　メンバー１が、バンドコンクールのパンフレットをゆうこたちに配っている。
　
メンバー２　「ゆうこの曲で、エントリーしようよ」
　
メンバー３「そうだね。この曲なら予選に勝ち残って本戦までいけるかもしれない」
　
メンバー４「うちの高校から、本戦初出場の快挙だよ、きっと」
　
ゆうこ「私の曲よりも、あかねの曲の方がいいよ。私の曲は古くさい感じだし」
　
メンバー４（あかね）「それほど古くさいって感じじゃないよ。ちょっとだけ私たちの　知らない昭和っぽさが感じられなくもない　けど。まあ、昭和なんて実際経験したことないけどね」　
　
　　　メンバーの笑い声が学校の音楽室に響く
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　　第５幕
　
　　　とても小さな音楽レーベル『ハロハロ　レコード』の小さなオフィス
　
　　　
　　　社長（ボス）の裕木和也が考えごとをしながら現れる。
　
裕木「あっ、思い出した。ゼファーの桂木だ］
　
社員１［どうしたんですかボス。とつぜん大きな声で東証一部上場のうちとは比べもの　にならないほど巨大な音楽レーベル『サイバネティクス』の社長の名前なんて叫んだりして」
　
　
裕木「うん、ああ。ついさっき、うちとは比べものにならないほどとてつもなく巨大な　音楽レーベル『サイバネティクス』の社長　の桂木を見かけてな。確かどこかで見た顔　だとは思ったんだが、なかなか思い出せなくて・・・。やっと、今、思い出したんだ」
　
社員２　「サイバネティクスなら、最近、週刊誌とかでも話題になってますよ。会社の事業部門ごと他の会社に切り売りしながら、　社員のリストラを断行しているって、あまり評判よくないですよ、あそこの社長」
　
　
祐木「リストラかー」
　
　
社員３「事業再編とかいって、ずいぶん会社の規模を縮小しているみたいですよ。従業員も相当減らしていってるみたいです」
　
　
祐木「じゃあ、もうすぐ、うちみたいに小さな音楽レーベルになっちまうのかな。ハハ　ハ。なんて笑ってる場合じゃないぜ。うちも、そろそろ、ドーンと一曲ぶち上げない　と、リストラどころか、会社そのものが無くなっちまうぜ」
　
社員１「だったらボス、この録画映像を見てもらえますか。さっきやってたバンドコンクールをビデオ録画しといたんですけど、　このグループのボーカルとベース、いいと　思いませんか」
　
祐木「おお、優勝したグループなのか」
　
社員１「いいえ、本戦１回戦で敗退してます　けどね。ここのボーカルの声質、オレたちの音にぴったりだと思いませんか。ベース　のセンスもなかなかだと思いますよ」
　
祐木「ああ、いいね。このアコースティック　な声、オレの好みだね」
　「みやび、さっそくこの娘たちに『はんなりと』接触してみてくれるか。できれば、　うちのグループの新しいボーカルにぜひ欲しい」
　
　　　それまでオフィスの隅に座っていたみやびが、携帯電話でアポイントメント をとりなが　　　ら部屋を出ていく。
　
　
　　　　　第６幕
　
　　　ゆうこの高校の音楽室
　　　
　　　東京の音楽事務所からスカウトの話が来たと聞いてはしゃぐ軽音楽部の部員たち。
　
　
メンバー１「私たちが、メジャーデビューなんて、すごくない」
　
メンバー２「でも、うちの親、大学に進学するようにって、言ってるんだよな」
　
メンバー３「私も、進学希望だし、どうしよう」
　
メンバー４（あかね）「あのね、じつは、スカウトの話が来たのは私と、ゆうこの２人　になんだ。それも、ゆうこがメインなんだって」
　
ゆうこ「私は、みんなといっしょでないなら　辞退しようと思ってるんだ。だから、デビューの話は、無し」
　
　
メンバー４（あかね）「まってよ、ゆうこ。　・・・私は、デビューしたい。どんなに小さな音楽事務所からでもいい、デビューしたいんだ。スカウトに来たひとにも、私は　一人でもデビューしたいって言った。けど、　ゆうこが、ボーカルのゆうこが今回のスカウトのメインだから、私だけのデビューは　無いって言われた。だから、ゆうこにも、　このスカウトの話を受けてほしい。お願いだから・・・」
　
　
　　　第７幕
　
　
　　　ハロハロレコードのオフィス
　　　新聞を広げて裕木が座っている。
　　　『新ボーカルを加えたセシル、ひさびさのミリオンヒット・・か』
　
裕木「うーん。いいね。ミリオンヒット。この言葉のひびき。最高だねー。ひさびさがちょっとよけいだな、ひさびさが・・・」
　
　　　社員１が週刊誌を手にオフィスに入ってくる。
　
社員１「ボス、この週刊誌にまずい記事が載ってますよ。ほら、この記事です・・」
　
　
　　　『セシルの新曲に盗作疑惑』
　
　
裕木「盗作って、まじかよ・・」
　
　
　　　社員２がオフィスに入ってきてテレビのスイッチを入れる。
　
社員２「テレビのワイドショーでもやってますよ、盗作疑惑の報道。ボス、どうします」
　
　　　みやび　携帯電話を手にオフィスに入ってくるといきなり裕木に向かって一言。
　
「ボス、プレスから、記者会見の要請が入りました。どうしますか」
　
『どうしますか』　『どうします』　『どうしますかね』
　
　　　（まわりから、どうしますかと責められて）
　
裕木「どうしますかって、いっても。記者会見　やれっていうなら、やるしかないだろ・・・」
　
　　　　第８幕
　
　　　記者会見会場　控え室
　
裕木「みやび、桂木には連絡とれたのか」
　
みやび「いえ、サイバネティクス社に電話を　いれても、社長の桂木は不在ですの一点張りで、どうにもなりません」
　
社員１「桂木の居所なら、芸能誌の記者だけでなく経済誌の記者たちも捜しているらしいですけど、まったく所在不明のようです」
　
裕木「どうしようもねえな」
　　「ゆうこ、あかね。記者会見では、ひたすら『すいませんでした』って謝罪するだけでいい。いいな、余計な言い訳はするなよ」
　
ゆうこ　あかね「はい、ボス。ほんとに迷惑かけてすいません」
　
裕木「べつにいいさ。いくぞ」
　
　　　一行、記者会見会場へと向かう。
　
　
　
　
　　　第９幕　
　
　
　　　記者会見会場
　
　　　裕木を中心にゆうこ、あかねその他の　セシルのメンバーが壇上で、頭を下げ謝罪する。
　
　
記者１「今回の新曲が桂木洋介氏の楽曲の盗作だということを、セシルのリーダーの裕木さんは御存知だったのでしょうか」
　
裕木「まったく知りませんでした。が、メンバーのしたことの責任はグループのリーダーである私の責任です。どうもすいませんでした」
　
　
記者２「今回の新曲を作詞作曲したゆうこさんは、桂木洋介氏の楽曲を盗作したことについて、どう責任をとるつもりですか」
　
裕木「メンバーのしたことの責任は、リーダーである私の責任です。どうもすいませんでした」
　
記者２「私は、盗作したゆうこさんに聞いているんですけど・・・」
　
裕木「てめー、どこの記者だ。さきから聞いてりゃ、盗作、盗作って。・・・・・・・・・・　てめーら、オレたちが盗作したっていう桂木の曲をちゃんと聴いてここに来たのか。あんなダジャレだらけのお笑いみてーな曲と、オレたちの新曲のどこが、どう、同じだっていうんだ。あー、いってみやがれ」
　
記者２「逆ギレですか」
　
裕木「なんだとー。（会見場のカメラの方を　見て）おい、桂木。この会見をどこかで見ているんだろ。さっさとおまえが姿を現さなきゃ、この騒ぎが治まらないんだよ。桂木洋介、さっさとおまえも、このステージ　に上がってきやがれ。そうでないと、いつまでたっても話がつきやしないぜ。・・オ　イ、桂木洋介ーー・・・・」
　
みやびが裕木の言葉をさえぎるように割って入る。
　
みやび「たいへん申し訳ありませんが、本日の会見は、これで終了させていただきます」
　
　　　みやび、一同を会見場の外へ出て行くように指示する。
　
みやび（会見場のカメラに向かって）「桂木さん。法的な問題も含めて私たちはあなたと話し合いたいと思っています。一刻も早く　ご連絡をください。お待ち申し上げております」
　
　　　みやびも会見場から出て行く。
　
　
　　舞台劇　　ロックにいこう 　後編に　つづく　　ぜひ　後編も　読んでくださいね
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